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予後に影響する因子であった｡ 【結論】GISTにおいて FAK は過剰発現しており､その発現は､
GISTの悪性度やGISTの予後と密接に関連があることを明らかにした.FAKの活性化のメカニ
ズムを明確にすることは､GISTの新しい治療戦略の確立をもたらすと思われる｡





た｡ 51例の GISTのFAR とp･FAKの免疫染色では前者は86･2%後者は78･4%で
陽性であった｡GISTの5年生存率は 72.5%であり､FAK陰性例は 100%､陽性例
は 66.5%であ り､有意差があった｡ GISTの予後の多変量解析では FAK も独立し
た予後因子と考えられた｡
実験q)目的､手法､結果とその解釈とも適切になされてお り･GISTに関する分子
機序について重要な知見を得たものと評価される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
